


若者のエネルギーというものは、とても強く熱いものです。

ところがひとりやふたりの力では叶えられないということもあります。

いわて若者カフェは若者同士の交流を促進し、

若者の主体的な活動を発信する場として、

岩手県公会堂地下に開設した交流活動拠点です。

若者がやりたいことのために人と人を繋げたり、

発表するステージとなったり、ただ楽しいだけのお話をしたり、

いわて若者カフェはそんな存在でありたいと思っています。
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いわてつがく鼎談

「若者が岩手で活躍できるために必要なモノ・コトとは？」
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若者ってなんだろう。若者ってなんだろう。
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若者団体の普段の活動場所
や、イベントの会場として
利用できます。スペース内
では、テーブル、椅子を自由
に配置できます。

若者団体の普段の活動場所
や、イベントの会場として
利用できます。スペース内
では、テーブル、椅子を自由
に配置できます。

いわて若者カフェでは「イベントスペース①・
②」「交流スペース」「情報発信スペース」の 4
つのスペースを団体利用・個人利用として無料
で利用することができます。開館中はサポート
スタッフが常駐していますので、普段の活動や
イベントの相談、就活や進路相談、探究学習の
相談、推しの話など…サポートスタッフがなん
でもご相談にのります。※団体利用の予約には、
いわて若者交流ポータルサイト「Co.Nex.Us」
（コネクサス）への団体登録が必要です。

イベントスペース①

イベントスペース②

無料で貸し出しできるモノ一覧

【開館時間】　※祝日・年末年始等は除く
木・金曜日 16:00～20:00
土・日曜日　9:30～17:30

打合せ・イベント会場
音楽ライブ・セミナー・漫才交

流会・ワークショップ

打合せ・イベント会場
ボードゲーム・勉強

PC作業

定員：20名

定員：10人

様々な団体との打合せ・個人
利用としての小スペースとし
て利用することができます。

パネルやポスターを使って自己
の活動状況を展示し、他の利用者
等にPRができるほか、ミニスタジ
オ機能を有しているので、インター
ネットを活用して団体活動を情報
発信することが可能です。

交流スペース

情報発信スペース

打合せ・ボードゲーム
勉強・PC作業・読書

飲食OK

打合せ・イベント会場
ボードゲーム・勉強

PC作業

定員：８人

定員：５人



Co.Nex.Us（コネクサス）は、若者（個人・団体）の発信拠点・交流の場として岩手県
が運営する公式サイトです。若者が登録して、プロフィールの公開・活動状況の報告や
各種告知などを行うことができます。また、団体登録をしていただくと、若者カフェの
スペースを予約できるようになります。

❶Co.Nex.Usサイトの新規団体登録ページのフォーム内容を入力送信し、申請する。
※団体名のほかに住所・電話番号・メールアドレス・団体規約の添付などが必要です。

❷申請内容と団体規約が確認された後、運営側の判断のもと登録を承認いたします。
承認されますと承認メールが送信されますので内容に沿ってログインしてください。

❸承認メールにはログインするためのURL・グループID・パスワードが記載されています。
大切に保管してください。

コネックさん

【公式サイト】https://iwatewakamono.net/

Co.Nex.Usに登録すると…

イベント周知・報告
HPは

こちらから
登録団体が主催する案内・報告記事を作成・
発信することができます。

施設予約
事前にいわて若者カフェの施設予約が可能と
なります。

イベント周知・報告
メールマガジンを通じて若者向けの最新情報
をお届けします。

連携交流ミーティング EVENT REPORT

いわて若者カフェでは参加者である若者が楽しみながら地域課題を考えることができる体験や活動を

取り入れたイベント「連携交流ミーティング」を開催しています。今回は2023年９月10日(日)に久

慈市で開催した「じぇじぇ！めんミーティングin久慈」をご紹介！

01 地域の魅力や課題を探る

街なかフィールドワーク
街なかフィールドワークでは、久慈広域
観光協議会の貫牛利一さんのガイドのも
と、久慈市内の地域散策。久慈港や市街
地を歩きながら、久慈市の自然豊かな魅
力や歴史・商店街の課題について学ぶ
機会となりました。

02地域課題解決のヒントを聴く

カフェマスターのトークセッション

カフェマスターの嵯峨恒宏さん、一般社団法
人studio-Lの出野紀子さんを講師にお招きして、
久慈市での取組み事例、コミュニティデザイ
ンの可能性についてお話いただきました。

03 アイディアをかきまぜろ！

テーマ別アイディア交換会
県北地域で活動している若者4名に活動紹介
をしていただき、紹介いただいた活動がよ
り面白くなるために必要なアイディアにつ
いて、年齢や所属がバラバラな参加者が混
ざり合ってアイディア交換会を行いました。



いわて若者カフェをサポートする
いわて若者カフェをサポートする

福島県出身。大学3年生の春休みにインターンで訪れた
紫波町に運命を感じ、2019年6月、大学在学中に会社
を設立。2019年10月より紫波町地域おこし協力隊と
して紫波町に移住。日詰商店街の空き家となっていた
古民家を改修し「YOKOSAWACAMPUS（ヨコサワ
キャンパス）」という若者の拠点を整備。チャレンジし
てみたい学生の挑戦を後押ししている。

福岡県出身。東日本大震災の災害ボランティアとして
宮古市で活動をスタート。2013 年 2 月、任意団体
「ユースみやっこベース」を設立。「高校生サミット」の
開催や、フリースペース「みやっこハウス」のオープン
などを経て、2015年9月に「NPO法人みやっこベー
ス」として法人化。「若者が活躍できるまち・宮古」を
テーマに、まちづくりに励んでいる。

福岡県出身。東日本大震災の災害ボランティアを通じ
て陸前高田市と出い、2012年4月に移住。地元NPO の
スタッフとして、仮設商店街の事務局や市民活動の中
間支援を担当した後、2017年1月よりトナリノにて
若者が生きる力を身につけるための伴走者として、企
画立案や調達等の補助を行う。2023 年 4 月よりデ
ジタル庁非常勤専門職として兼業で従事。

地方創生、課題解決に向けて行動を起こそうする若者たちを多角的にサポートするた
め、地域づくり、起業、IT 等の様々な分野で活躍する県内の人材をカフェマスター（講
師）として委嘱し、若者とのミーティングなどを実施しています。
さらに、令和 4年度から、若者が訪れやすい空間から地域の若者にアドバイスできるカ
フェマスターがいる場所 4ヶ所に対し、いわて若者カフェの「連携拠点」と位置づけて、
県の取組への御協力をお願いしています。

起業人材育成

一関市出身。大学卒業後、宮城県庁を経て、2016 年
に地域おこし協力隊として一関に U ターン。20 代の
まちづくり団体「TAKUMARU」の立ち上げなどを経
て、一関市で企画・広報支援事業を個人で開業。
2022 年に《合同会社ハルノ企画》を設立。地域の人
のやってみたいを企画でサポートし、地域ではじめる
人（ローカルプレイヤー）が増えることを目指して活
動している。

櫻井 陽

地域づくり

地域づくり地域づくり

合同会社ハルノ企画
代表社員

盛岡市出身。上智大学卒業後、アパレル企業の人事部
にて人材教育を、転職先の IT 企業にて新規事業の立
ち上げを経験し、平成 29 年に IT/ 人事コンサルティ
ング・キャリア支援事業等を行う㈱ルミナス・アンド・
カンパニーを創業。大学から 10 年ほど東京で過ごし
たのち、2021 年 4 月より地元の盛岡市に生活拠点
を移し、岩手⇆東京の二拠点にて活動している。

久慈市出身。地元でカフェをオープンするために U
ターン。「久慈っぽくない」をテーマに店内の装飾に拘
り、月替わりの商品開発を精力的に行っている。久慈
に県内外からたくさんの人を呼びたいとの思いから、
常に新しいイベントや若者と作り上げるイベントを
開催している。『NANAMARUNI COFFEE をきっか
けに久慈市に興味を持ってもらう事』を目標に、若者
と地域を繋げるカフェを目指している。

秋田県出身。アパレル業、ホテル業等を経て、平成 15
年株式会社小松製菓入社。平成 21 年、南部せんべい
を粉々に砕いた「チョコ南部」を開発。令和２年「二戸
市特産品開発推進協議会」会長に就任。令和 4年、二
戸のファンクラブ「秘密結社にのへシャドーズ」を結
成。現在は、自社商品企画と二戸地域の振興を両輪と
して活動中。

青谷 耕成

二戸市

株式会社小松製菓
執行役員

川村 真耶 嵯峨 恒宏

(株 )ルミナス・アンド・
カンパニー
代表取締役

起業・地域づくり

NANAMARUNI COFFEE
オーナー

食産業

南條 亜依

sasatta.llc
代表取締役 CEO

盛岡市 久慈市

早川 輝 山本 健太

NPO法人みやっこベース
理事長

（一社）トナリノ
マネージャー

ICT・地域づくり

一関市

紫波町 宮古市 
陸前
高田市

カフェマスターの
最新情報は
こちら



岩手の若者団体のホンネを聞く！

若者団体実態調査アンケート

普段活動しているエリアを教えてください。Q１

県北 県央 県南 沿岸 県域
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19団体

51団体

28団体
21団体

５団体

※複数回答可

普段の活動人数を教えてください。

2団体
3.7％

２人 ３人～５人 ６人～10人 11人～20人 20人以上

16団体
29.6％

15団体
27.8％

12団体
22％

9団体
17％

団体発足後の活動年数を教えてください。

9団体
16.7％

1年未満 １年 ２年 ３年 ４年

4団体
7.4％

7団体
13％

2団体
3.7％

32団体
59.3％

５年以上

活動上で抱えている課題を教えてください。

今後連携していきたい団体・組織

詳細はこちらからご覧いただけます。

調査対象：岩手県で活動する若者団体
回答数：54団体

※複数回答可

岩手県内で活動する若者団体の活動実態および活動上における課題感などを把握する
ことを目的として、岩手県内の若者団体を対象としたアンケート調査を実施しました。
アンケート結果の詳細は「Co.Nex.Us」にて公開しています。

Q２

Q３

団
体
数

Q４

Q５



「Co.Nex.Us」に団体登録している若者
団体と若者応援団体、いわて若者カフェ
の連携拠点を紹介！

【県北エリア】

★いわて若者カフェ連携拠点
NANAMARUNI COFFEE（久慈市）
岩手県久慈市二十八日町２丁目２１
カフェマスター：嵯峨恒宏さん

【県北エリアCo.Nex.Us登録団体】
・LIGHT UP NIPPON 野田村実行委員会
・カシオペア農村青年クラブ
・いわて高等教育コンソーシアム地域課題解決

プロジェクト：さんてつ活用推進チーム
・いろり再生協会

【沿岸エリア】

★いわて若者カフェ連携拠点
みやっこハウス（宮古市）
岩手県宮古市末広町8-24
カフェマスター：早川輝さん

★いわて若者カフェ連携拠点
コワーキングスペースヤドカリ
（陸前高田市）
岩手県陸前高田市高田町大隈93-1
カフェマスター：山本健太さん

【沿岸エリアCo.Nex.Us登録団体】
・一般社団法人SAVE TAKATA
・若興人の家
・三陸ブランド創造隊
・認定特定非営利活動法人桜ライン311
・陸前高田ばばばTV
・特定非営利活動法人SET
・一般社団法人KEEN ALLIANCE
・モーリィのちからこぶ
・一般社団法人久慈青年会議所

・特定非営利活動法人クチェカ
・一般社団法人陸中宮古青年会議所
・一般社団法人大船渡青年会議所
・つぴたあれいわいずみ実行委員会
・ほ～でなす釜石
・チームいただきます
・三陸聖地化委員会
・一般社団法人マルゴト陸前高田
・釜石よいさ実行委員会

・陸前高田食と農の森
・つむぐ
・一般社団法人おらが大槌夢広場
・NPO法人みやっこベース
・いわて高等教育コンソーシアム

地域課題解決プロジェクト：
さんてつ活用推進チーム

【県南エリア】

★いわて若者カフェ連携拠点
ハルノバ（一関市）
岩手県一関市大町4-11
カフェマスター：櫻井陽さん

【Co.Nex.Us登録団体】
・東北ふるさとづくりパートナーズ
・アイビーナ
・特定非営利活動法人ハナレヤ
・特定非営利活動法人 夢追座
・チームケロ平
・西和賀まるごと食ってみでけろ隊
・Project Manzu

・一般社団法人花巻青年会議所
・一般社団法人北上青年会議所
・一般社団法人遠野青年会議所
・いわて県南アートプロジェクト
・SORA
・東和棚田のんびりRun実行委員会
・平泉のかをり創造プロジェクト

【県央エリアCo.Nex.Us登録団体】
・東北ふるさとづくりパートナーズ
・もりおか女性センター
・一般社団法人盛岡青年会議所
・Young Entrepreneurs運営委員会
・岩手大学男女共同参画推進学生委員会
・岩手大学まちづくりサークルNPCN
・MAKE the LINE
・こどもの夢応援プロジェクト
・玉山区農産物PRプロジェクト
・北ウェルＣＫＢ（地域活性部）
・シェアピース
・ランプアップいわて
・紫波の四季
・公益財団法人ふるさといわて定住財団
・アイビーナ
・PLELL
・StormGlass.Lab
・MORI cafe
・特定非営利活動法人ハナレヤ
・岩手発超人スポーツ ロックハンド

バトル 開発チーム

・古館まちづくりの会情報発信チーム
・いわてレインボーマーチ
・いわて学生ボランティアネットワーク
・山岸６丁目羊毛の会
・盛岡という星でプロジェクト
・（一社）未来を創るどうぶつ医師団
・NPO法人チャリティーサンタ盛岡支部
・特定非営利活動法人IRCプロジェクト
・岩手大学劇団かっぱ
・しわりり
・タキザワコレカラカイギ
・English Cafe in Morioka
・岩手もりおか学生デジコン実行委員会
・一般社団法人カダル
・木彫熊通信社
・岩手大学クラフトビール部
・イワテノオト
・盛岡人狼ゲーム会
・岩手大学学生団体 さんもり
・一般社団法人クロスポ盛岡
・株式会社イノベーションラボ岩手
・盛岡ボドゲストリート
・趣味サークル令和さん

★いわて若者カフェ
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臼
山
）
私
は
長
野
県
出
身
で
、
大
学
進
学
で
東
京
に
出
て
、

新
卒
で
大
船
渡
市
に
移
住
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
と
し
て
、IC

T

利
活
用
推
進
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン

を
い
た
だ
き
、W

eb

メ
デ
ィ
ア
の
記
事
執
筆
、SN

S

運
用
な

ど
を
メ
イ
ン
で
行
っ
て
い
ま
す
。

瀬
川
）
ず
っ
と
西
和
賀
生
ま
れ
・
西
和
賀
育
ち
で
す
。
高
校

卒
業
後
は
西
和
賀
町
の
第
3
セ
ク
タ
ー
に
就
職
し
、
10
年

く
ら
い
働
い
た
後
に
起
業
し
、
雪
深
い
西
和
賀
町
の
自
然
を

体
験
す
る
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
や
、
錦
秋
湖
の
近
く
に
あ
る

空
き
家
を
改
修
し
て
カ
フ
ェ
を
経
営
し
て
い
ま
す
。

高
橋
）
西
和
賀
町
は
四
季
折
々
の
色
々
な
表
情
や
自
然
の
素

晴
ら
し
さ
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
ん
ど
ん
人
口
減
少
が
進
み
、

集
落
の
「
消
滅
可
能
性
」
と
い
う
言
葉
も
上
が
っ
て
き
て
い

る
か
と
思
い
ま
す
。
瀬
川
さ
ん
は
地
元
の
若
者
と
し
て
何
か

思
う
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
か
？

瀬
川
）
西
和
賀
町
は
人
口
減
少
が
進
む
ス
ピ
ー
ド
も
早
く
て
、

何
と
か
し
な
い
と
思
っ
た
時
期
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
次
々

と
課
題
が
出
て
く
る
こ
と
で
、
逆
に
何
か
し
よ
う
と
自
分
の

よ
う
に
カ
フ
ェ
を
や
り
始
め
た
り
す
る
人
が
出
て
き
て
い
る

と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
い
き
な
り
何
か
を
新
し
い

こ
と
を
始
め
よ
う
と
す
る
と
ハ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
起
き
た
り
す

る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
が
、
徐
々
に
進
ん
で
い
け
れ
ば
と
も

思
っ
て
い
ま
す
。

高
橋
）
高
齢
化
・
人
口
減
少
が
加
速
化
し
て
い
く
地
域
だ
と

変
化
が
感
じ
や
す
い
・
見
え
や
す
い
と
こ
ろ
な
の
か
も
し
れ▲wake&wakeのワークショップの様子

ま
せ
ん
ね
。
臼
山
さ
ん

も
大
船
渡
市
に
移
住
し

て
、
地
域
の
方
か
ら
歓

迎
の
言
葉
な
ど
あ
っ
た

り
し
ま
し
た
か
？

臼
山
）
ど
う
で
し
ょ
う

…

歓
迎
さ
れ
て
い
る
の

か
は
分
か
り
か
ね
ま
す

が
、
貴
重
な
20
代
の
人

材
と
し
て
受
け
入
れ
て

も
ら
っ
て
い
る
感
覚
は

あ
り
ま
す
。
大
船
渡
市

に
は
専
門
学
校
や
大
学



が
な
い
の
で
、
進
学
を
志
す
若
者
た
ち
が
市

外
・
県
外
に
出
て
い
く
現
状
が
あ
り
、
20
代

前
後
の
人
た
ち
が
ゴ
ソ
っ
と
減
少
し
ま
す
。
そ

れ
ゆ
え
な
の
か
、
移
住
者
あ
る
あ
る
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
い
ろ
ん
な
も
の
に
駆
り
出
さ

れ
て
忙
し
い
で
す
。
若
者
が
少
な
い
か
ら
こ
そ

地
域
は
人
手
を
欲
し
て
い
る
し
、
「
こ
ん
な
課

題
が
あ
る
ん
だ
け
ど
、
あ
な
た
ど
う
に
か
で
き

な
い
？
」
と
私
た
ち
若
手
移
住
者
を
ス
ー
パ
ー

マ
ン
か
何
か
だ
と
思
っ
て
い
る
よ
う
な
相
談
も

最
初
の
頃
は
多
か
っ
た
で
す
。

高
橋
）
五
郎
丸
さ
ん
は
帰
省
な
ど
で
軽
米
町
に

帰
る
時
に
、
「
こ
れ
手
伝
っ
て
」
と
声
を
か
け

ら
れ
た
り
し
ま
す
か
？

五
郎
丸
）
若
い
人
の
力
が
欲
し
い
地
域
に
「
来

て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
る
だ
け
だ
と
も
っ
た
い

な
い
し
、
若
い
世
代
も
入
り
づ
ら
い
と
思
う
。

な
ん
で
若
い
世
代
の
力
が
必
要
な
の
か
具
体
的

に
伝
え
て
も
ら
え
る
と
関
わ
り
や
す
い
で
す
。

あ
と
、
私
た
ち
か
ら
地
域
で
提
案
し
た
時
、

「
前
例
が
な
い
か
ら
で
き
な
い
」
と
か
、
「
分

か
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト

さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
何
か
し
た
い
け
ど
地

域
側
も
や
っ
た
こ
と
が
な
い
の
で
イ
メ
ー
ジ
が

湧
か
な
い
課
題
は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

高
橋
）
何
か
地
域
で
新
し
い
こ
と
を
始
め
よ
う

と
動
こ
う
と
し
て
も
、
前
例
が
な
い
こ
と
な
ん

か
は
特
に
、
「
何
か
あ
っ
た
ら
ど
う
す
る
の
で

す
か
」
と
慎
重
な
意
見
を
言
わ
れ
る
こ
と
も
よ

く
あ
り
ま
す
よ
ね
。
そ
の
中
で
、
少
し
で
も ▲大船渡市でICT利活用推進事業に取り組む臼山さん

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
よ
う
な
風
土
が
あ
る
の
が
こ
れ
か
ら
大
事
に

な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
お
三
方
の
取
り
組
み
や
課
題
感
な
ど

を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
回
の
テ
ー
マ
を
聞
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
取
組
み
や
日
々
感
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
必
要
だ
と
思
う
コ

ト
・
モ
ノ
に
つ
い
て
伺
い
た
い
で
す
。

▲西和賀町でネイチャーガイド・カフェ経営に取り組む瀬川さん

五
郎
丸
）
や
ろ
う
と

言
っ
て
く
れ
る
方
の

存
在
が
一
番
大
き
い

と
思
い
ま
す
。
や
り

た
い
こ
と
が
あ
っ
て

も
、
「
難
し
い
」
と

断
る
の
で
は
な
く
、

「
そ
れ
を
や
る
た
め

に
は
ど
う
し
た
ら
い

い
ん
だ
ろ
う
」
と
一

緒
に
考
え
て
く
れ
る

方
が
い
る
と
、
若
者

が
活
躍
で
き
る
か
な

と
思
い
ま
す
。

臼
山
）
私
は
、
働
き

方
や
生
き
方
を
互
い

に
認
め
合
う
よ
う
な

土
壌
を
作
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
は
働
き

方
と
し
て
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
も
普
及
し
て
き
ま
し
た
し
、
私
自
身

も
「
多
拠
点
生
活
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
多
拠
点
生
活
を
し
た

と
て
、
別
に
大
船
渡
を
離
れ
た
い
と
い
う
訳
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
を
理
解
し
て
も
ら
い
た
い
の
で
す
が
、
「
そ
れ
は
定
住
で
は
な

い
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
で
も
、
彼
ら
に

と
っ
て
の
「
定
住
」
で
は
な
く
て
も
離
れ
て
い
て
も
、
大
船
渡
市

の
こ
と
を
思
い
、
離
れ
な
が
ら
で
も
大
船
渡
市
に
関
わ
れ
て
い
る

方
が
、
一
年
中
大
船
渡
市
に
い
る
よ
り
パ
ワ
ー
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
多
様

化
し
て
い
く
働
き
方
に
対
し
て
尊
重
し
合
え
る
寛
容
さ
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。
ま
ず
私
が
出
来
る
こ
と
と
し
て
、
大
船
渡
市
で
の

多
様
な
働
き
方
の
い
ち
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

瀬
川
）
抽
象
的
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
心
の
声
に
従
っ
て
生
き
生

き
し
て
い
る
大
人
が
増
え
る
と
、
子
ど
も
や
若
者
も
そ
の
大
人
の

背
中
を
見
て
伝
播
し
て
い
く
の
で
、
ま
ず
は
大
人
が
自
分
の
や
り

た
い
こ
と
、
や
り
た
く
な
い
こ
と
を
理
解
し
て
、
は
っ
き
り
と
見

せ
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

高
橋
）
今
回
の
テ
ー
マ
の
よ
う
な
議
論
も
若
者
が
ど
う
あ
る
べ
き

か
と
い
う
話
が
多
い
で
す
が
、
む
し
ろ
大
人
側
が
や
り
た
い
こ
と

を
や
る
、
挑
戦
す
る
姿
を
見
せ
る
こ
と
の
方
が
次
の
世
代
に
繋

が
っ
て
い
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

※

対
談
内
容
は
取
材
当
時
の
も
の
と
な
り
ま
す
。

鼎
談
の
全
文
はW

EB

メ
デ
ィ
ア

「
い
わ
て
つ
が
く
」
に
て
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
左
下
の

Q
R

コ
ー
ド
を
お
読
み
取
り
く
だ
さ
い
。



岩手県若者活動交流拠点

いわて若者カフェ
岩手県盛岡市内丸11-2岩手県公会堂地下
開館時間：木・金曜日 16:00～20:00

土・日曜日 9:30～17:30
［定休日：月・火・水・祝］

（電 話）080-5743-2934
（メール）iwate.wakamonocafe@gmail.com

ACCESS

【発行】
岩手県環境生活部若者女性協働推進室 〒020-8570 岩手県盛岡市内丸10-1
TEL 019-629-5337/FAX 019-629-5354

自分のアイディアをカタチに
したい若者の皆さんへ

岩手県では、震災復興や地域づくりなどに関して、若者

のグループ自らが地域の課題解決や地域の元気創出に資

する事業を実施することへの支援を目的として、若者グ

ループの独創的、先進的な事業の企画提案を募集します。

岩手大学クラフトビール部
代表 山端脩暉さん

Q1.活動をはじめたきっかけを教えてください
A.岩手県では農業の担い手が少なく遊休農地が
多いという課題があり、これらの課題を解決す
るためにお米より短時間に収穫でき、多くの収
入も見込める「ビール麦」に焦点を当てて、
「岩手大学クラフトビール部」を発足しました。
現在は紫波町・陸前高田市の遊休農地を活用し
てビール麦の栽培、べアレン醸造所にご協力い
ただきながらオリジナルビールの開発などを
行っています。

令和３年・５年度採択団体岩手大学クラフトビール部にインタビュー！

詳細は岩手県HPを

ご参照ください。

Q2.補助金はどのように活用されましたか？
A.ビール麦を育てた土壌を調査・分析するために必要な器具の
購入に使わせていただきました。ビール麦を育てることによっ
て土壌改良に良い影響があることが分かれば、農地を貸してい
ただく農家さんにとってよりプラスのメリットがある情報を発
信できると思っています。

Q3.活動を通じて地域の変化や今後の目標を教えてください。
A. 活動を継続していくことで次第に色々な地域、農家さんから
「一緒に育ててみないか」と声をかけていただくことが増えて、
少しずつ農家さんの意識も変化して、ビール麦が普及している実
感があります。今後はクラフトビール部の目標は国内消費の１％
を岩手県産ビール麦にすることを目指して頑張っていきます。


